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～地域からの政治改革
川崎市議会議員 ほりぞえ健

（事務局）
昨年は改選の年でしたが、１年を振り返っていかがだったでしょ
うか。
（堀添）
おそらく、これから大きく変わる「政治」にとって、節目と評価
されることになる１年だった思います。
まず第一に 参議院議員選挙の結果 与野党の議席数が逆転したまず第 に、参議院議員選挙の結果、与野党の議席数が逆転した
ことにより、具体的に政権交代が視野に入ってきた点です。民主
党はかねてより、地方分権の推進を最優先課題として位置付けて
きました。とりわけ、１８兆円にのぼる国からのひも付き財源が、
地方への一括交付金に変わることで、地方自治体が地域における
政策決定を担うことになります。どの分野に税財源を投入するの
かを、地域住民の総意に基づき決定することができるようになり
ますから まさに地域の「まちづくり力」が問われます
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ますから、まさに地域の「まちづくり力」が問われます。
（事務局）
地域の権限が大きくなるということは、まちづくりに対する責任
も大きくなるということですね。
（堀添）
そうです。だからこそ、第二に、地域における意志決定の仕組み
が重要になります。とりわけ、地方議会の働きが問われることに
なると思います 昨年 市民団体からの住民監査請求により 政 ●総務委員会副委員長

●ローカル・マニフェスト推進地方議員
連盟 共同代表

●経済産業省 システム監査技術者
●妻と長女（高校２年）の３人家族

なると思います。昨年、市民団体からの住民監査請求により、政
務調査費の返還請求勧告が市長に出されました。監査委員の勧告

内容には、見解の相違というべき
指摘事項も含まれていましたが、

しかし明らかに不適切な支出があったことも事実です。このこ
とを重く受け止めるとともに、単に「政治と金」という側面だ
けで考えるのではなく、そもそも現在の議会活動が、住民の目
から見て 十分期待に応えられている かどうか という観点から見て、十分期待に応えられているのかどうか、という観点
から、全体を見直していかなければならないと思います。

（事務局）
具体的にはどのような取り組みを行うのでしょうか。

（堀添）
私は、まず議会の果たすべき役割を徹底的に議論し、「議会基
本条例」の形でまとめることが必要だと考えています。単なる
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「理念条例」ではなく、議会の再定義ともいうべき内容にでき
ればと思います。

（事務局）
ありがとうございました。 （２００８年１月３１日）



平成２０年度予算案の概要平成２０年度予算案の概要
～かわさき再生スパート予算

平成２０年度予算案の特徴

○過去最高規模の予算額
一般会計６,０９４億円(対前年５７１億円増)、特別会計５,２５５億円(同３８億円増)、
企業会計１,９８４億円(同６１億円減）、全会計１兆３,３３４億円（同５４７億円増）。
（ただし、水江町用地の土地開発公社からの再取得額４８２億円を含む。）

○義務的経費の構成比が５０．１％（前年は５１．４％）に
人件費が３０億円の減（平成１４年度予算からは１６６億円、１８％の減）により、人件

平成２０年度予算案の特徴

減（ 成 、 減） 、
費比率が政令指定都市移行後はじめて２０％を下回る。

○基礎的財政収支（プライマリーバランス）が３０７億円の黒字
平成１７年度決算で黒字に転換し、４年連続で黒字となる見込み。

高津区における主な取り組みについて

○高津安全・安心まちづくり支援事業 ９５万６千円
区民が組織する防犯パトロール隊へのパトロール用品の貸与等区民が組織する防犯パトロ ル隊へのパトロ ル用品の貸与等。

○高津区地域防災力向上事業 ２５０万円
避難所運営会議の中からモデル地区を選定し、防災コンサルタントを派遣。

○高津区保健福祉センターだより発行事業 １０５万円
情報誌（A4版12ページ）を年２回発行し、町内会回覧等により周知。

○高津公園体操推進事業 １２２万９千円○高津公園体操推進事業 １２２万９千円
生活習慣病、転倒・骨折防止のため、身近な公園で体操を実施できるよう支援。

○高津区こども総合支援事業 ２７６万８千円
子ども・子育てネットワーク会議の運営、情報発信の充実等。

○「エコシティたかつ」推進事業 ５６０万円
協働の取り組みを推進するとともに、モデル事業をリーディング的に実施。

○花と緑のたかつ推進事業 １９２万８千円
協働して公共施設等にコンテナガーデンや花壇を設置するとともに写真展を実施。

○「たちばな農のあるまちづくり」推進事業 ３５０万円
基本方針を策定し、地域の特性を活かした事業や情報発信を実施。

○ニケ領用水久地円筒分水周辺環境整備事業 ３，７８０万円
円筒分水周辺を一体的に整備するとともに環境スポットとして活用。

○大山街道周辺整備活性化事業 ３５０万円
マスタープランを策定し、歴史的・文化的資源の評価・活用を図る。

○高津区音楽のまち推進事業 ３７１万９千円
地域の関連団体等と連携して、区内各所で様々なコンサートを実施。
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○地域コミュニティ施策推進事業 ２４９万９千円
モデル地区として選定した町内会にコンサルタントを派遣。

○高津区協働事業提案事業 ５４４万７千円
地域課題の解決につながる事業提案を募集し、協働で実施。



『『毎日フォーラム毎日フォーラム』』（２００８年２月号）にコラムが掲載されました。（２００８年２月号）にコラムが掲載されました。



第２９回第２９回 「川崎市政に参加する会」のご案内「川崎市政に参加する会」のご案内

私たちの住む川崎市を「安心して暮らせるまち」に
していくためには、私たちの手でもっともっと変えて

日時：２００８年３月１３日（木）
午後７時から８時半まで。していくためには、私たちの手でもっともっと変えて

いかなければならないと思います。

一人一人の主権者の皆様とともに、新しい川崎市の
あり方について、勉強し、議論し、実行していく場と
して、「川崎市政に参加する会」を開いています。

毎月、その時々にあったテーマを設定し、開催して
おりますので、皆様のご参加を心よりお待ち申し上げ

ます。

場所：高津市民館 第１会議室
溝の口駅前マルイファミリー
溝口１－６－１０ ０４４－８１２－１０９０

はご自宅にも無料 配送し おります 毎月確実にご覧になりた

第２９回 ３月１３日（木）午後７時～ 高津市民館

「川崎市の新計画」
～実行計画と行財政改革で
川崎市政はどう変わるか

連載コラム連載コラム 川崎と高津の地名（川崎と高津の地名（No.No.２４）２４）
参考：上田恒三著「高津村風土記稿」参考：上田恒三著「高津村風土記稿」

日本地名研究所編「川崎の町名」日本地名研究所編「川崎の町名」

「向ヶ丘」の由来 その後、昭和５７年に高津区から宮前区が分区した
時に 当時の向丘字南原が向ヶ丘（むかいがおか）と

このニュースはご自宅にも無料で配送しております。毎月確実にご覧になりた
い方は、ほりぞえ健事務所までご連絡ください。（電話：８５５－１４７９）

明治２２年の市制・町村制施行時に、上作延、長尾、
平、菅生の４ヶ村と下作延村の飛地が合併してできた
向丘（むかおか）村にちなむ町名です。「向丘」の村
名は、旧長尾村の鈴木久弥村長が名づけたもので、多
摩丘陵のことを「多摩の横山、向の丘」と呼んでいた
ことから命名されたものです。

昭和１３年に川崎市に編入され、向丘の地名はなく
なりましたが、戦争中に陸軍用地として接収され、返

時に、当時の向丘字南原が向ヶ丘（むかいがおか）と
なりました。なお、宮前区の向丘地区は、以前からの
区画整理や住居表示の実施等により、神木、白幡台、
へやき平、南平台、犬蔵、菅生、初山、水沢などの町
名に変わりましたが、この地区の名としては、現在も
「向丘」を使っており、公共施設名や団体名等でひろ
く使われています。

なお、３年近くにわたって連載してきました「川崎
と高津の地名」も、今回で最終回となりました。ご指なりましたが、戦争中に陸軍用地として接収され、返

還されたときに旧向丘地区は「向ヶ丘」と仮の大字が
つけられました。

と高津の地名」も、今回で最終回となりました。ご指
導いただきました上田恒三先生はじめ、ご協力くださ
いました皆様に重ねてお礼申し上げます。

政治資金ご寄附のお願い 「ほりぞえ健後援会」宛「ほりぞえ健後援会」宛
郵便振替：高津郵便局 口座００２７０－１－２４１６９

銀行振替：川崎信用金庫 高津支店 普通０７９６２９４
地元から日本改革を実現するために､ご支援
賜りますよう､お願い申し上げます。
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